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巻 頭 言

日光市長

大
おお

嶋
しま

 一
かず

生
お

日
光
市
は
、
栃
木
県
の
面
積
の
約
４
分
の
１

を
占
め
、
全
国
で
３
番
目
の
広
さ
を
有
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
広
大
な
日
光
市
に
は
、世
界
遺
産
の「
日

光
の
社
寺
」
を
は
じ
め
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に

登
録
さ
れ
た
「
奥
日
光
の
湿
原
」、
日
本
で
唯

一
特
別
史
跡
と
特
別
天
然
記
念
物
の
二
重
指
定

を
受
け
て
い
る
「
日
光
杉
並
木
街
道
」、
そ
し

て
、
鬼
怒
川
・
川
治
温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
豊

富
な
温
泉
な
ど
、
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
が
存
在

し
、
毎
年
１
２
０
０
万
人
を
超
え
る
お
客
様
に

お
越
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、
日

光
の
社
寺
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
20

周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
国
内
外

の
多
く
の
方
に
日
光
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
度
、
県
が
財
政
運
営
の
主
体
と
な
る

な
ど
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の

と
す
る
た
め
の
大
幅
な
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
医
療
費
の
増
加
な

ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
、
本
市
の
財
政
状
況
は
、

今
後
の
見
通
し
を
含
め
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
た
現
在
、
健
康

寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、
貴
重
な
財
源
を
確

保
し
て
い
く
た
め
に
も
、
当
市
の
実
情
に
則
し

た
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
対
策
や
、
医

療
費
適
正
化
等
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
な
実
施
が
盛
り
込
ま
れ
た
健
康
保
険

法
等
の
改
正
法
が
来
年
４
月
に
施
行
と
な
り
ま

す
。
高
齢
者
は
、
疾
病
予
防
と
介
護
予
防
の
両

方
の
ニ
ー
ズ
を
併
せ
持
っ
て
お
り
、『
高
齢
者

が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
』
の
た
め
に
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の

両
制
度
を
跨
い
で
、
そ
の
両
面
の
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
、
効
果
的
に
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
地
域
の
健
康
課
題
を
捉

え
た
総
合
的
な
取
組
み
や
、
効
果
的
な
事
業
を

行
う
た
め
の
体
制
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
令
和
の
時
代
を
迎
え
、
こ
う
し
た
多

く
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
３
つ
の
柱
「
行

財
政
改
革
を
重
視
し
た
『
強
い
日
光
』」・「
子

育
て
や
高
齢
者
へ
の
支
援
、
医
療
対
策
や
地
域

公
共
交
通
の
充
実
な
ど
『
優
し
い
日
光
』」・「
人

と
人
、
地
域
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
高
め
、
全

て
の
市
民
が
輝
く
こ
と
の
で
き
る
『
人
が
輝
く

日
光
』」
を
理
念
と
し
、こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
、

今
後
も
着
実
な
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

『
強
い
日
光
』『
優
し
い
日
光
』

『
人
が
輝
く
日
光
』
を
創
る

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」1



議長の川俣市長
（那須烏山市）

開会挨拶をする
広瀬理事長

７
月
30
日
（
火
）、
国
保
連
合
会
大
会
議
室

に
お
い
て
令
和
元
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

議
決
事
項
と
し
て
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び

各
会
計
決
算
等
15
議
案
す
べ
て
が
、
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

 

取
組
を
強
化
し
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向

上
を
目
指
す

開
会
に
あ
た
り
、広
瀬
理
事
長
（
下
野
市
長
）

は
、
令
和
3
年
3
月
か
ら
導
入
が
予
定
さ
れ
て

い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
触
れ
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
に
伴
い
、
各
保

険
者
に
お
い
て
は
シ
ス
テ
ム
改
修
等
多
く
の
作

業
が
発
生
す
る
。
本
会
に
お
い
て
も
、
デ
ー
タ

の
連
携
等
の
運
用
に
関
連
す
る
た
め
、
市
町
の

皆
様
と
相
談
の
う
え
準
備
を
進
め
て
い
く
」
と

述
べ
た
。

ま
た
、
機
密
情
報
へ
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の
た
め
本

年
3
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
の
認
証
を
取
得
し
、
併
せ

て
災
害
時
に
お
け
る
関
係
機
関
へ
の
業
務
影
響

を
最
小
限
と
す
る
た
め
、
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
も
策
定
し
た
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

向
上
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
取
り
組
み
強
化

を
行
い
、
保
険
者
の
共
同
目
的
達
成
機
関
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
」
と
続
け
た
。

本
総
会
で
は
、
議
長
に
那
須
烏
山
市
の
川
俣

市
長
が
選
出
さ
れ
、
報
告
事
項
２
件
と
議
決
事

項
15
議
案
な
ど
厳
正
に
審
議
し
、
全
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

 

価
値
あ
る
デ
ー
タ
の
提
供
に
よ
る
保
険
者

支
援
の
充
実

閉
会
に
あ
た
り
、
広
瀬
理
事
長
は
、
議
長
へ

の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
「
今
後
は
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
、
医
療
保

険
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
分
析
な
ど
、
価
値
あ
る

デ
ー
タ
の
提
供
が
本
会
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
」
と
述
べ
、「
本
会
に
お
い
て
も
、

国
の
動
向
等
に
注
視
し
、
更
な
る
保
険
者
支
援

を
効
率
的
に
実
現
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
る
の
で
、
保
険
者
の
皆
様
に

は
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
結
ん
だ
。

ま
た
、
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お

い
て
、
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の

互
選
が
行
わ
れ
、
理
事
長
に
広
瀬
寿
雄
氏
（
下

野
市
長
）、
副
理
事
長
に
入
野
正
明
氏
（
市
貝

町
長
）・
和
泉
聡
氏
（
足
利
市
長
）、
常
務
理
事

に
加
藤
公
博
氏
（
高
根
沢
町
長
）
と
小
川
昌
樹

氏
（
学
識
経
験
者
）
が
選
任
さ
れ
た
。

事業報告・歳入歳出決算など可決承認

令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会
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理 事 長
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常 務 理 事
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佐 野 市 長

日 光 市 長
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宇 都 宮 支 部
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上 都 賀 支 部

下 都 賀 支 部

那 須 支 部

南 那 須 支 部

足 利 ・ 佐 野 支 部
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芳 賀 郡 市 支 部

下 都 賀 支 部

那 須 支 部

令和1年8月7日
任期

令和3年8月6日

栃木県国民健康保険団体連合会役員名簿

（令和元年8月7日現在）

令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会
Ⅰ　報告事項

Ⅱ　議決事項

Ⅲ　そ　の　他

報告第 1 号　理事長専決事項報告について
	 1	 栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払規則の一部改正について
	 2	 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
	 3	 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補正について
	 4	 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（抗体検査等費用に関する支払勘定）歳入歳出予算について
報告第 2 号　規則の制定及び一部改正について
	 1	 栃木県国民健康保険団体連合会 ICT 等を活用した審査支払業務等の高度化・効率化のための積立資産管理運用規則の制定について	
	 2	 栃木県国民健康保険団体連合会職員服務規則の一部改正について
	 3	 栃木県国民健康保険団体連合会財務規則の一部改正について
	 4	 栃木県国民健康保険団体連合会介護保険者事務共同処理規則の一部改正について

議案第 １号　平成 30 年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告の認定について
議案第 ２号　平成 30 年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出決算の認定について
議案第 ３号　平成 30 年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第 ４号　平成 30 年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第 ５号　平成 30 年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第 ６号　平成 30 年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第 ７号　平成 30 年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第 ８号　平成 30 年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第 ９号　平成 30 年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第 10 号　令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補正について
議案第 11 号　令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（業務勘定）歳出予算補正について
議案第 12 号　令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（業務勘定）歳出予算補正について
議案第 13 号　令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（業務勘定）歳出予算補正について
議案第 14 号　令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳出予算補正について
議案第 15 号　栃木県国民健康保険団体連合会役員の改選について

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」3



平成30年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告書

　平成 30年度の事業については、平成 30年 2月 21 日開催の通常総会で議決された事業計画に基づき、県及び関係機関と

連携を図り、保険者に満足してもらえる成果を生み出すために、次の各種事業を行いましたので、その概況を報告します。

第１  国民健康保険事業の安定的運営
国国保運営の都道府県化を含む医療保険制度改革を踏まえつつ、国民健康保険事業の安定的運営に向けて保険者と

連携を密にし、事務の効率化、調査研究、価値ある情報の提供に努めた。

また、医療保険制度を将来にわたって持続可能で安定的な制度にするため、引き続き国保関係者が一丸となり、国

民健康保険事業の安定運営に向けた運動を展開した。　

第２  成果を上げる国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業等の展開	
審査事務共助の充実強化、審査委員会への情報の提供などによる効率的なレセプト審査体制の強化を図りつつ、審査支

援システム等の活用など審査基準の統一化に取り組むとともに業務プロセスの見直しなどの効率化を進めながら、国保総

合システムを活用した審査の更なる精度向上に努めた。

また、出産育児一時金等の支払業務及び後期高齢者医療事務代行業務についても適正かつ効率化を図った。

第３  共同事業の効率的推進
	 保険者事務共同電算処理事業の更なる事業の拡充を図るため、国保総合システム機能を活用し、保険者事務の効率

化に努めた。

また、第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業の求償金の滞留防止や受託範囲の拡大等により更なる保険者支援

を行った。

さらに、海外療養費不正請求対策支援業務の適正な事務の執行に努めた。

第４　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
生涯元気で活力ある地域づくりを支援するための人材育成、国保データベース（KDB）システム等からの医療デー

タの活用などに基づく保健事業を推進するとともに、栃木県保険者協議会を通じ、地域・職域保険等関係団体との連

携強化により保健事業の実効性を高めるなど市町保健事業の支援を行った。

更に、生活習慣病・予備群減少のためのデータ提供活用支援や人工知能「とくナビＡＩ」を活用した受診率向上支

援を推進するとともに、特定健診等のデータ管理業務の適正執行に努めた。

第５　介護保険・障害者総合支援事業関係業務の適正執行
介護給付費等審査支払業務の適正執行及び介護サービスの質的向上を図るとともに、介護給付適正化対策事業の積

極的推進による保険者支援の強化を図った。

また、医療・介護同時報酬改定及び制度改正に対応したシステム環境の整備を図るとともに、新たに障害介護給付

費等の審査業務に取り組み、保険者事務の効率化を図った。

第６　新規事業への対応
医療保険制度等の改革に伴う新規事業への対応として、国保情報集約システムの適正な運用を行った。

また、県内統一で適正な世帯継続・多数回該当の判定を行うための支援として、説明会の実施、事務連絡での周知

など保険者との連携を図った。

更に、栃木県国民健康保険運営方針に示された保険者の取組支援として、「重複・頻回受診者及び重複服薬者訪問指

導支援事業（モデル事業）」をはじめ、「保険料（税）適正算定マニュアルを活用した国保税賦課シミュレーション支

援事業」など保険者支援業務の充実強化に取り組むとともに柔道整復師施術療養費適正化事業の拡充を図った。

併せて、国民健康保険等柔道整復療養費審査委員会を新たに本会に設置し、支給の適正化及び標準化を図った。

第７　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備	 	
保険者に満足してもらえる成果を生み出す事業を効率的に進めるため、平成30年度本会事業計画の重点目標の取り

組み方針に沿って事務局体制の整備、職員の資質の向上、事務運営の改善に努めた。	

第 1　国民健康保険事業の安定的運営
第 2　成果を上げる国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業等の展開
第 3　共同事業の効率的推進 
第 4　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
第 5　介護保険・障害者総合支援事業関係業務の適正執行	
第 6　新規事業への対応				  
第 7　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備	
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会　計　区　分
歳　入　決　算　額 歳　出　決　算　額 歳　入　歳　出　差　引　額

平成
29年度

平成
30年度 前年比 平成

29年度
平成
30年度 前年比 平成

29年度
平成
30年度 前年比

一　般　会　計

業務勘定
支

払

特

別

会

計

診

療

報

酬

審

査

支
払
勘
定

業務勘定

支
払
勘
定

業務勘定

支
払
勘
定

国民健康保険
診療報酬支払勘定

出産育児一時金等
に関する支払勘定

公費負担医療に関する
診療報酬支払勘定　

後期高齢者医療
診療報酬支払勘定
公費負担医療に関する
診療報酬支払勘定

小　　　　計

小　　　　計

小　　　　計

業務勘定

支
払
勘
定

小　　　　計

関
係
業
務
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

保険財政共同安定化事業・
高額医療費共同事業特別会計

第三者行為損害賠償求償事務
共同処理事業特別会計

業

務

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業
関
係

関
係
業
務
等
特
別
会
計

障
害
者
総
合
支
援
法

介護給付費
支払勘定
公費負担医療等に関する
報酬等支払勘定

障害介護給付費
支払勘定
障害児給付費
支払勘定

特定健診保健指導費用
決済業務特別会計
職員厚生資金貸付金
特別会計

合　　　計

(471,089,632)
471,089,632

(1,582,854,151)
2,115,514,306

141,833,961,848

3,560,632,719

981,522,550

146,376,117,117

(736,991,006)
736,991,006

197,523,891,748

1,045,077,482

198,568,969,230

(0)
0

(16,766,372)
338,895,049

(215,308,628)
547,694,177

133,131,978,880

1,175,023,657

134,307,002,537

(87,218,263)
90,621,263

34,539,693,026

5,259,429,024

39,799,122,050

(50,114,616)
1,325,740,302

7,472,466

(3,160,342,668)
524,685,229,135

(534,339,170)
534,339,170

(1,447,277,782)
2,660,466,715

144,328,272,207

3,665,530,829

1,019,883,562

149,013,686,598

(776,797,956)
776,797,956

194,792,037,002

1,008,783,727

195,800,820,729

(23,410,128)
52,396,356,500

(15,293,539)
438,318,204

(229,905,976)
599,673,622

129,558,317,428

1,163,484,391

130,721,801,819

(78,773,585)
81,620,696

32,803,535,437

4,182,844,409

36,986,379,846

(51,286,818)
1,289,369,467

7,377,635

(3,157,084,954)
571,307,008,957

88.2%
88.2%

109.4%
79.5%

98.3%

97.1%

96.2%

98.2%

94.9%
94.9%

101.4%

103.6%

101.4%

皆減
皆減

109.6%
77.3%

93.7%
91.3%

102.8%

101.0%

102.7%

110.7%
111.0%

105.3%

125.7%

107.6%

97.7%
102.8%

101.3%

100.1%
91.8%

(470,684,080)
470,684,080

(1,488,112,900)
1,893,775,114

141,806,341,835

3,559,184,088

981,522,550

146,347,048,473

(656,756,725)
656,756,725

197,514,234,087

1,044,076,705

198,558,310,792

(0)
0

(10,667,264)
332,795,941

(200,332,508)
533,242,028

133,131,382,422

1,175,019,610

134,306,402,032

(44,309,350)
47,842,750

34,539,671,622

5,259,429,024

36,799,100,646

(49,304,188)
1,324,929,874

33,419

(2,920,167,015)
524,270,921,874

(533,907,557)
533,907,557

(1,297,080,326)
2,243,547,846

144,298,179,798

3,664,151,898

1,019,883,562

148,982,215,258

(665,280,447)
665,280,447

194,782,871,563

1,007,819,146

195,790,690,709

(23,410,128)
52,396,356,500

(10,447,981)
433,472,646

(202,669,871)
571,969,328

129,557,675,970

1,163,480,344

130,721,156,314

(36,777,756)
39,460,956

32,803,514,033

4,182,844,409

36,986,358,442

(50,955,681)
1,289,038,330

63,905

(2,820,529,747)
570,653,518,238

88.2%
88.2%

114.7%
84.4%

98.3%

97.1%

96.2%

98.2%

98.7%
98.7%

101.4%

103.6%

101.4%

皆減
皆減

102.1%
76.8%

98.8%
93.2%

102.8%

101.0%

102.7%

120.5%
121.2%

105.3%

125.7%

107.6%

96.8%
102.8%

52.3%

103.5%
91.9%

0 0

0

(405,552)
405,552

(94,741,251)
221,739,192

27,620,013

1,448,631

29,068,644

(80,234,281)
80,234,281

9,657,661

1,000,777

10,658,438

(0)
0

(6,099,108)
6,099,108

(14,976,120)
14,452,149

596,458

4,047

600,505

(42,908,913)
42,778,513

21,404

21,404

(810,428)
810,428

7,439,047

(240,175,653)
414,307,261

0

(431,613)
431,613

(150,197,456)
416,918,869

30,092,409

1,378,931

31,471,340

(111,517,509)
111,517,509

9,165,439

964,581

10,130,020

(0)
0

(4,845,558)
4,845,558

(27,236,105)
27,704,294

641,458

4,047

645,505

(41,995,829)
42,159,740

21,404

21,404

(331,137)
331,137

7,313,730

(336,555,207)
653,490,719

94.0%
94.0%

63.1%
53.2%

91.8%

105.1%

0%

92.4%

71.9%
71.9%

105.4%

103.8%

105.2%

0%
0%

125.9%
125.9%

55.0%
52.2%

93.0%

100.0%

93.0%

102.2%
101.5%

100.0%

0%

100.0%

244.7%
244.7%

101.7%

71.4%
63.4%

平成 30 年度栃木県国民健康保険団体連合会一般・特別両会計歳入歳出決算の状況（対前年比）
（単位：円）

［備考］上記表中、（ ）内の数字は、各会計支払勘定、円滑導入関係諸費〔指定公費請求支払事業（県内一般分・療養費分）、特
別会計（国民健康保険診療報酬支払勘定）繰出金〕、保険者間調整受入金及び支出金、保険財政共同安定化事業・高額医療費共
同事業拠出金、第三者行為損害賠償求償金、介護保険事業関係業務特別会計の主治医意見書料、介護予防ケアマネジメント負
担金及び電子証明書発行手数料、障害者総合支援法関係業務等特別会計の電子証明書発行手数料、特定健診費用決済業務を除
いた数字（事務運営に要する経費）である。
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野
木
町
は
、
栃
木
県
の
最
南
端
に
位

置
し
、
茨
城
県
と
接
し
て
お
り
、
栃
木

県
の
南
の
玄
関
口
で
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

宇
都
宮
線
や
国
道
４
号
線
に
よ
り
首
都

東
京
へ
約
60
㎞
、
宇
都
宮
へ
は
約
40
㎞

で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

地
形
は
平
坦
で
、
気
候
は
温
暖
、
地

味
も
肥
沃
と
気
候
風
土
に
も
恵
ま
れ
て

お
り
、
米
・
麦
・
果
樹
・
施
設
園
芸
な

ど
の
農
業
も
盛
ん
で
す
。
一
方
、
新
た

に
野
木
第
二
工
業
団
地
を
造
成
す
る
な

ど
、
交
通
の
利
便
性
や
、
災
害
に
強
い

町
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
積
極
的
に

企
業
の
誘
致
活
動
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

町
に
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
・
近

代
化
産
業
遺
産
の
、
ホ
フ
マ
ン
式
の
野

木
町
煉
瓦
窯
が
ほ
ぼ
原
型
の
ま
ま
で
存

在
し
て
い
ま
す
。
明
治
23
年
か
ら
昭
和

46
年
ま
で
の
間
に
多
く
の
赤
煉
瓦
を
生

産
し
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
ま
し

た
。
焼
き
上
げ
ら
れ
た
煉
瓦
は
、
足
尾

銅
山
や
日
光
金
屋
ホ
テ
ル
な
ど
の
栃
木

県
内
の
建
造
物
の
他
、
東
京
駅
の
駅
舎

の
一
部
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

野
木
町
煉
瓦
窯
に
隣
接
し
た
「
野
木
ホ

フ
マ
ン
館
」
で
は
、
野
木
町
の
自
然
や

文
化
・
歴
史
を
学
習
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

さ
て
、
野
木
町
の
国
保
運
営
協
議
会

会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
小
島
三
利
氏

は
、
平
成
30
年
５
月
に
野
木
町
商
工

会
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、

公
益
代
表
と
し
て
協
議
会
の
委
員
と
な

ら
れ
、
当
初
か
ら
、
会
長
と
し
て
野
木

町
の
健
全
な
国
民
健
康
保
険
運
営
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

小
島
会
長
は
、
平
成
27
年
か
ら
３
年

間
野
木
町
観
光
協
会
会
長
も
務
め
ら
れ
、

多
年
に
わ
た
り
町
の
観
光
事
業
発
展
に

も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
ア
イ

デ
ア
の
創
出
と
実
践
力
で
、
町
の
観
光

イ
ベ
ン
ト
等
の
運
営
に
も
、
長
年
、
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
国
民
健
康
保
険
体
制
が
発
足

し
て
１
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
国
民
健

康
保
険
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高

齢
化
や
医
療
費
の
増
加
等
に
よ
り
厳
し

い
状
況
で
す
。
小
島
会
長
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
康
に
十
分
ご
留
意
い
た
だ

き
な
が
ら
、
豊
富
な
知
識
と
ご
経
験
を

生
か
し
、
国
民
健
康
保
険
制
度
安
定
化

に
向
け
、
今
後
も
よ
り
一
層
ご
活
躍
い

た
だ
け
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

会
長
の
一
言

今後の国民健康保険制度について
国民健康保険は、医療保険制度の財政基盤の安定化、国保加入者の負

担の公平化、医療費適正化の推進等を目指す新しい制度になりました。
そのような状況を踏まえ、野木町国保運営協議会では、国保加入者の

急激な税負担をなくすため、３年に１度は税率の見直しを行っていきた
いと思います。

小
こ

島
じま

三
みつ

利
とし

野木町

国保運協会長プロフィール
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栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
つ
い
て

国
保
医
療
課
だ
よ
り

国
保
医
療
課
だ
よ
り

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
及
び
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
３
月

を
目
途
に
、
全
国
の
保
険
医
療
機
関
等
に
て
本

格
的
な
運
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
令
和

元（
2
0
1
9
）年
５
月
15
日
に
成
立
し
た「
医

療
保
険
制
度
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図

る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入

に
際
し
、
資
格
確
認
の
方
法
を
法
定
化
す
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
「
健
康

保
険
事
業
の
遂
行
等
の
目
的
以
外
で
告
知
を
求

め
る
こ
と
を
禁
止
（
告
知
要
求
制
限
）」
す
る

こ
と
や
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
や
電
子
カ

ル
テ
等
の
普
及
の
た
め
の
医
療
情
報
化
支
援
基

金
」
を
創
設
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
運
用
す
る
に
当
た

っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

①
失
効
保
険
証
の
利
用
に
よ
る
過
誤
請
求
及
び

保
険
者
の
未
収
金
の
大
幅
な
減
少

②
保
険
者
に
お
け
る
高
額
医
療
費
の
限
度
額
適

用
認
定
証
の
発
行
等
に
係
る
事
務
量
の
大
幅
な

削
減

③
患
者
本
人
や
医
療
機
関
等
に
お
い
て
、
医
療

費
情
報
、
薬
剤
情
報
、
特
定
健
診
デ
ー
タ
の
閲

覧
が
可
能
と
な
り
、
加
入
者
の
疾
病
予
防
・
健

康
づ
く
り
の
促
進
や
重
複
投
薬
の
削
減
等
が
期

待
で
き
る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
（
2
0
2
2
）
年
度
中
に
ほ
と
ん
ど
の
住
民

が
カ
ー
ド
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
ま
す
が
、
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
６
月
４

日
現
在
、
交
付
状
況
は
全
国
で
1
7
0
6
万
枚

（
全
住
民
に
占
め
る
割
合
：
13
・
4
%
）
と
低

調
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
取
得
促
進
が

必
要
で
す
。
市
町
に
お
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
の

説
明
会
に
今
後
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
厚
生
労
働
省
の
提
示
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
基
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

導
入
に
向
け
た
各
種
改
修
作
業
及
び
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
へ
の
取
り
組
み
を
紐

付
け
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
計
画
的
に
準
備
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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み
ぶ
町

子
育
て
・
健
康
・
壬
力
が
キ
ラ
リ

幸
せ
実
感
　
住
み
よ
い

突 撃 ル ポ

みてある き

壬生町
壬生町

栃
木
県
の
南
部
、
東
京
か
ら
北
に
約
90
㎞
に

位
置
し
、
東
は
下
野
市
、
南
は
小
山
市
、
西
は

栃
木
市
、
北
は
鹿
沼
市
と
宇
都
宮
市
に
隣
接
し

て
い
る
壬
生
町
。
東
武
宇
都
宮
線
の
４
つ
の
駅

が
町
内
に
あ
る
と
と
も
に
、
北
関
東
自
動
車
道

壬
生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
整
備
さ
れ
、
東
北

自
動
車
道
と
の
連
結
に
よ
り
、
広
域
的
交
通
の

利
便
性
が
高
い
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
勢

は
、
西
境
を
思
川
、
中
央
部
を
黒
川
、
東
境
沿

い
を
姿
川
が
流
れ
て
お
り
、
関
東
平
野
の
北
部

に
当
た
る
ほ
ぼ
平
坦
な
地
形
で
、
海
抜
は
50
～

1
0
0
メ
ー
ト
ル
で
す
。
恵
ま
れ
た
自
然
を
背

景
に
、
原
始
・
古
代
か
ら
多
く
の
人
々
が
暮
ら

し
て
い
た
ら
し
く
、
当
時
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、「
毛
野
国
」
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ

と
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。
昭
和
30
年
代
か

ら
お
も
ち
ゃ
団
地
や
獨
協
医
科
大
学
の
誘
致
を

進
め
、
近
年
で
は
北
関
東
自
動
車
道
及
び
壬
生

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
県
道
宇
都
宮
栃
木
線
等

が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
壬
生
総
合
公
園
、

東
雲
公
園
を
は
じ
め
と
し
た
公
園
や
緑
地
が
充

実
し
た
、
便
利
で
快
適
な
「
緑
園
都
市
」
と
し

て
発
展
し
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
人
口
10
万
人
あ
た
り
の
医
師
数

全
国
4
位
、
人
口
10
万
人
あ
た
り
の
看
護
師
数

全
国
5
位
と
な
る
な
ど
、
医
療
環
境
の
充
実
な

ど
を
理
由
に
「
住
み
よ
い　

住
み
続
け
た
い
」

と
思
う
町
民
が
9
割
に
達
し
、
ま
す
ま
す
「
住

み
た
い　

住
み
続
け
た
い
町
」
へ
と
歩
ん
で
お

り
ま
す
。

壬
生
町
の
魅
力
や
活
力
、
想
像
力
な
ど
、
地

域
や
住
民
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ワ
ー
を
象
徴

的
に
「
壬み
り
ょ
く力
」
と
い
う
造
語
に
籠
め
、
将
来
都

市
像
と
し
て
『
子
育
て
・
健
康
・
壬
力
が
キ
ラ

リ　

幸
せ
実
感　

住
み
よ
い
“
壬
生
町
”』
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
健
康
を
始
め
と
し
た
医
療
環
境
や

子
育
て
環
境
」
の
充
実
を
図
り
、誰
も
が
、「
住

み
続
け
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」、「
そ
し

て
「
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
壬
生
町
を
訪
ね
、
収
納
率
向

上
や
保
健
事
業
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
う
か

が
っ
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
向
け
て

民
生
部
住
民
課
国
保
年
金
係
の
金
田
課
長
補

佐
に
課
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し

た
。
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
関
連
し
て
力
を

い
れ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
特
定
健

診
受
診
率
向
上
に
向
け
て
平
成
28
年
度
か
ら

ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
を
始
め
、
若
い
世
代
だ

け
で
は
な
く
様
々
な
世
代
で
の
反
応
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
更
な
る
受
診
率
向
上
に
向
け
て
、

今
年
度
か
ら
自
己
負
担
額
を
無
料
化
す
る
な
ど

第125回
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住民課　金田課長補佐託児の様子

改
善
を
図
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
広
報
な
ど
で

周
知
を
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

受
診
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に

向
け
て

続
け
て
、「
集
団
健
診
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、

日
程
や
会
場
に
よ
っ
て
参
加
人
数
に
偏
り
が
あ

り
、
改
善
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

実
施
で
き
る
だ
け
の
規
模
の
会
場
や
駐
車
場
の

確
保
も
引
き
続
き
必
要
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

集
団
健
診
の
日
程
の
中
に
は
「
女
性
限
定
の

日
」
や
「
託
児
の
日
」
を
設
け
て
い
る
と
の
こ

獨協前銀杏通り

有形文化財「松本家住宅」城址公園

と
で
、更
な
る
受
診
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

と
く
ナ
ビ
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

受
診
勧
奨

ま
た
、
そ
の
他
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
う

か
が
う
と
、「
平
成
29
年
度
か
ら
と
く
ナ
ビ

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
受
診
勧
奨
を
行
い
ま
し

た
。
勧
奨
通
知
の
送
付
後
に
は
、
多
く
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
受
診
申
込
み

に
結
び
付
く
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
受
診
率

も
3
％
程
度
上
が
り
ま
し
た
の
で
、
継
続
し

て
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
」
と
手
応
え

を
話
し
ま
す
。

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業

の
強
化
を
図
る

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価
指
標
に
係

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
指
標

の
中
で
も
特
に
糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業
の

強
化
が
必
要
と
考
え
、県
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー

ス
に
事
務
処
理
要
領
を
設
定
し
、
情
報
提
供
、

受
診
勧
奨
、保
健
指
導
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
8

月
に
案
内
通
知
を
発
送
し
た
と
こ
ろ
で
、
対

象
者
か
ら
の
反
応
を
待
っ
て
い
る
段
階
で
す
。

指
導
自
体
は
、マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
を
カ
バ
ー

す
る
た
め
専
門
業
者
へ
委
託
し
実
施
し
て
い

き
ま
す
」
と
今
後
力
を
入
れ
て
い
く
事
業
に

つ
い
て
話
し
ま
す
。
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税務課　伊澤主幹

課
題
は
関
係
機
関
と
の
連
携

ま
た
、「
今
後
は
、
糖
尿
病
重
症
化
予
防
事

業
を
始
め
と
し
た
保
健
事
業
の
展
開
に
、
力
を

入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
町
内
だ
け
で

は
な
く
町
外
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
ハ
ー

ド
ル
も
多
く
、
関
係
各
課
と
連
携
し
実
施
で
き

る
よ
う
、
よ
り
強
力
な
体
制
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
続
け
ま
す
。

県
の
徴
収
指
導
員
派
遣
事
業
を
活
用

国
保
税
の
収
納
率
向
上
へ
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
総
務
部
税
務
課
収
税
係
の
伊
澤
主

幹
に
う
か
が
い
ま
し
た
。「
現
在
壬
生
町
の
収

税
係
は
４
名
の
職
員
で
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
栃
木
県
の
徴
収
指
導
員
派
遣
事
業
を
活
用

し
て
お
り
、
高
額
滞
納
や
徴
収
困
難
案
件
の
解

決
に
向
け
て
、
指
導
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い

ま
す
」
と
課
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

徹
底
し
た
履
行
状
況
の
管
理
に
よ

り
適
正
な
納
付
を
目
指
す

ま
た
、「
納
税
が
滞
納
に
追
い
つ
か
な
い
少

額
分
納
案
件
に
つ
い
て
は
、
財
産
調
査
を
行

い
、
徹
底
し
た
履
行
状
況
の
管
理
を
行
い
ま

す
。
調
査
の
結
果
、資
力
が
あ
る
場
合
は
増
額
、

資
力
が
な
く
納
税
が
滞
っ
て
い
る
場
合
は
執

行
停
止
な
ど
を
検
討
し
、
適
正
な
納
付
と
収

納
率
向
上
を
目
指
し
ま
す
。」
と
話
し
ま
す
。

給
与
差
押
え
を
中
心
と
し
た

滞
納
整
理

そ
の
他
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、

「
30
年
度
に
は
、
給
与
の
差
押
え
を
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
た

め
引
き
続
き
取
り
組
み
の
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
、「
滞
納
整
理
に
関
す
る
知
識

を
係
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
作
業
効
率
も

あ
が
り
、
滞
納
整
理
の
件
数
も
増
え
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
力
強
く
話

し
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
外
国

人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、
「
県
税

事
務
所
の
協
力
の
も
と
、
壬
生
町
の
中
で
も
外

国
人
を
雇
用
し
て
い
る
割
合
が
多
い
企
業
を
対

象
に
国
保
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
早

期
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
制
度
の
理
解

不
足
に
よ
る
滞
納
を
減
ら
す
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
」
と
話
す
一
方
で
、
「
言
葉
が
通
じ
な

い
こ
と
も
多
く
、
対
応
が
難
し
い
と
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
」
と
外
国
人
の
国
保
加
入
者
へ

の
対
応
の
難
し
さ
を
話
し
ま
す
。

合
同
公
売
会
に
参
加
し

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

続
い
て
、
公
売
の
実
施
に
つ
い
て
詳
し
く

う
か
が
う
と
、「
現
時
点
で
は
壬
生
町
に
お
け

る
公
売
の
実
績
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
壬
生
町
独
自
で
公
売
を
実
施
し
て
い
く

た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
、
昨
年
度
は

合
同
公
売
会
に
参
加
し
ま
し
た
」
と
前
向
き

に
話
し
ま
す
。

納
付
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

続
け
て
、「
今
年
度
よ
り
y
a
h
o
o
公
式

ア
プ
リ
で
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
時
間
外
で
も
納
付
が
で
き
る
よ
う
、
毎

週
月
曜
日
は
税
務
課
窓
口
の
時
間
を
19
時
ま
で

延
長
し
て
い
ま
す
。
日
中
都
合
の
付
か
な
い
方

を
中
心
に
、
時
間
外
の
納
付
は
比
較
的
多
い
印

象
で
す
。
納
付
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
で
収
納
率
向
上
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
納
付
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
よ
る
収

壬生町役場彼岸花

外
国
人
滞
納
者
へ
の
は
た
ら
き
か
け

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 10



みぶまち健康の貯金箱（Web 版）

企業や団体へのアプローチ

健康福祉課　宮下保健師（左）と鈴木主任（右）

みぶまち健康の貯金箱

納
率
向
上
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ジ
ャ
ン
プ

ア
ッ
プ
教
室
は
好
評
！

壬
生
町
の
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
民
生
部

健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係
の
鈴
木
主
任
、
宮
下

保
健
師
に
う
か
が
い
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
支

援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
生
活
習
慣
病
予

防
教
室
と
し
て
健
康
づ
く
り
の
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ

プ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
新

し
く
町
内
に
で
き
た
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
で
の

健
康
づ
く
り
教
室
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
の
教
室
は
調
理
実
習
、
運
動
、
獨
協
医
科
大

学
公
衆
衛
生
学
講
座
の
准
教
授
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
教
室
は
非
常
に
好
評

で
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
で
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
は
男
性
の
参
加
者
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
事
業
の
手
応
え
に
つ
い
て

◎壬生町の概況
平成28年度 平成29年度 平成30年度

総人口（人） 39,802 39,697 39,547

総世帯数（世帯） 15,547 15,738 15,884

国保被保者

加入世帯数（世帯） 6,096 5,898 5,796

被保険者数（人） 10,783 10,244 9,911

被保険者加入率（％） 27.1 25.8 25.1

保険料（税）
収納状況（現年分）

一人当たり調定額（円） 99,557 99,463 98,523

収納率（％） 91.4 91.1 91.4

一人当たりの療養諸費費用額（円） 280,605 288,488 290,632

特定健診・特定

保健指導の状況

特定健診受診率（％） 29.0 32.0 未算出

特定保健指導実施率（％） 33.68 29.88 未算出

話
し
ま
す
。

ま
た
、
月
1
回
開
催
し
て
い
る
メ
タ
ボ
予
防

教
室
に
は
毎
回
30
名
程
度
の
参
加
が
あ
り
、
こ

ち
ら
も
好
評
と
の
こ
と
で
し
た
。

獨
協
医
科
大
学
と
共
同
で
行
う

健
康
寿
命
延
伸
事
業

続
け
て
、「
健
康
寿
命
延
伸
事
業
と
し
て
、

特
定
健
診
の
結
果
等
か
ら
町
の
健
康
課
題
に
つ

い
て
、
獨
協
医
科
大
学
公
衆
衛
生
学
講
座
と
共

同
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
の
中
で
、
減

塩
の
た
め
に
は
汁
物
の
摂
取
頻
度
を
減
ら
す
こ

と
、
介
護
予
防
面
で
は
歩
く
ス
ピ
ー
ド
を
速
く

す
る
等
課
題
が
明
確
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
健
康
寿
命
延
伸
事

業
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

受
診
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

う
か
が
う
と
、「『
み
ぶ
ま
ち
健
康
の
貯
金
箱
』

と
称
し
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
特
定
健
診
受
診
を
応
募
の
際
の
必
須

項
目
と
し
て
い
る
の
で
、
受
診
率
向
上
に
繋
が

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
健
診
の

結
果
と
併
せ
て
、
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
周
知
を

行
い
ま
し
た
。ま
た
、Ｗ
ｅ
ｂ
版
で
も
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
版
で
は

健
康
○
×
ク
イ
ズ
や
、
歩
い
た
歩
数
に
よ
っ
て

背
景
が
変
わ
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
お
り
、
楽

し
み
な
が
ら
参
加
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

課
題
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
若
年
層
、

特
に
30
～
50
歳
代
の
多
忙
な
世
代
の
受
診
率
が

低
い
こ
と
が
課
題
で
す
。
個
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
よ
り
も
企
業
や
団
体
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

効
果
的
な
の
で
は
と
考
え
、
健
康
づ
く
り
に
意

欲
的
な
企
業
や
団
体
等
へ
の
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
直
接
受
診
率
に
繋
が
る
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
健
康
づ
く
り
に
対

し
て
前
向
き
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
将
来
的
に

健
診
の
受
診
に
結
び
付
く
こ
と
に
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

関
係
各
課
が
連
携
し
て
課
題
に
と
り
組
ん
で

い
る
壬
生
町
。
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
前
向
き

に
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
を
取
材
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

若
年
層
の
受
診
率
の
低
さ
が
課
題

み
ぶ
ま
ち
健
康
の
貯
金
箱

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
）
の
実
施

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」11



【図 1】

【図２】

３	

柏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

生
活
習
慣
病
対
策
は
既
に
我
国
の
政
策
と
し

て
推
進
中
で
あ
る
が
、
介
護
予
防
の
政
策
体
系

は
、
ま
だ
構
築
途
上
に
あ
る
。

東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
の
飯
島

勝
矢
教
授
は
、「
柏
ス
タ
デ
ィ
ー
」
と
呼
ば
れ
る

研
究
に
よ
り
、
特
に
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
加
齢
性

筋
肉
減
弱
症
）
を
中
心
に
、
約
４
年
間
の
追
跡

研
究
か
ら
、
新
し
い
知
見
が
数
多
く
分
か
っ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
高
齢
期
に
お
け
る
フ
レ
イ

ル
の
要
因
は
、「
栄
養
（
食
・
口
腔
機
能
）」、「
身

体
活
動
（
運
動
な
ど
）」、「
社
会
参
加
（
就
労
、

余
暇
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）」
の
３
つ
に

集
約
す
る
こ
と
が
で
き
、
フ
レ
イ
ル
の
早
期
の

兆
候
を
示
す
３
つ
の
要
素
に
着
目
し
た
三
位
一

体
型
の
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
」
を
完
成
さ
せ
た
。

⑴ 

介
護
予
防
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
「
柏
ス

タ
デ
ィ
ー
」

2
0
1
2
年
か
ら
千
葉
県
柏
市
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
す
る
大
規
模
高
齢
者
フ
レ
イ
ル
予
防
研

究
「
柏
ス
タ
デ
ィ
ー
」（「
高
齢
者
の
食
力
」
を

考
え
直
す
“
栄
養
と
か
ら
だ
の
健
康
増
進
調
査

事
業
” 【
図
1
】）
を
開
始
し
、
現
在
も
縦
断
追

跡
調
査
を
継
続
し
て
い
る
。
こ
れ
は
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
の
視
点
を
軸
に
、「
些
細
な
老
い
の
兆
候
」

を
多
角
的
側
面
か
ら
評
価
す
る
形
で
推
し
進

め
、最
終
的
に
フ
レ
イ
ル
予
防
の
観
点
か
ら「
市

民
に
よ
り
早
期
の
気
づ
き
を
与
え
、
自
分
事
化

さ
せ
、
ど
の
よ
う
に
意
識
変
容
～
行
動
変
容
さ

せ
得
る
の
か
」と
い
う
着
眼
点
か
ら
出
発
し
た
。

そ
こ
に
は
心
身
状
態
（
些
細
な
老
い
の
兆
候
）

へ
の
精
緻
な
学
術
的
評
価
ア
プ
ロ
ー
チ
と
併
行

し
て
、
国
民
自
身
が
意
識
変
容
、
そ
し
て
行
動

変
容
へ
と
移
り
変
わ
り
や
す
く
す
る
た
め
の
簡

便
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
指
標
を
確
立
す
る
こ
と

も
必
須
な
条
件
で
あ
っ
た
。

本
コ
ホ
ー
ト
研
究
に
お
い
て
、
対
象
者
を
３

群
（
健
常
群
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
予
備
群
、
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
群
）
に
分
け
、
数
多
く
の
評
価
項
目

を
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
身
体
機
能
低
下
だ

け
で
は
な
く
、
歯
科
口
腔
機
能
評
価
、
食
品
多

様
性
を
は
じ
め
と
す
る
食
の
偏
り
、
生
活
に
広

が
り
や
人
と
の
付
き
合
い
な
ど
を
代
表
と
す
る

社
会
性
の
低
下
な
ど
が
強
く
関
連
し
て
い
た

【
図
２
】。

ま
た
、
本
研
究
で
は
「
指
輪
っ
か
テ
ス
ト

（
ゆ
び
わ
っ
か
て
す
と
）」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
か

つ
簡
便
な
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
評
価
を
考
案
し
た
。

自
分
自
身
の
身
長
に
比
較
的
比
例
し
て
い
る
指

輪
っ
か
の
サ
イ
ズ
（
い
わ
ゆ
る
「
自
分
自
身
の

物
差
し
」
と
い
っ
て
も
よ
い
）
で
下
腿
周
囲

の
最
大
部
分
を
囲
っ
て
み
る
と
、「
囲
め
な
い
」

「
ち
ょ
う
ど
囲
め
る
」「
隙
間
が
で
き
る
」
と
い

う
3
つ
の
集
団
に
分
か
れ
る
。

こ
の
3
群
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
隙
間
が

で
き
る
」
群
に
は
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
危
険
度
が

6
・
8
倍
多
く
含
ま
れ
、
2
年
間
の
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
新
規
発
症
リ
ス
ク
も
3
・
6
倍
多
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
【
図
３
】。

ま
た
、「
隙
間
が
で
き
る
」
群
に
は
バ
イ
オ

高
齢
社
会
と
フ
レ
イ
ル

―
 

②
よ
り
早
期
か
ら
の
包
括
的
フ
レ
イ
ル
予
防（
大
規
模
高
齢
者
フ
レ
イ
ル
予
防
研
究『
柏
ス
タ
デ
ィ
ー
』の
取
り
組
み
か
ら
） ―

東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
　
神
谷 

哲
朗
・
飯
島 

勝
矢

第2回第2回

特別寄稿特別寄稿
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【図 3】

【図 4】

【図 5】

【図 6】

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
法
に
よ
る
骨
格
筋
量
の
有
意

な
低
下
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
さ
ま
ざ
ま
な
筋
力

の
衰
え
、
食
事
摂
取
量
の
低
下
や
多
岐
に
わ
た

る
口
腔
機
能
の
衰
え
、
そ
し
て
生
活
の
質
や
広

が
り
、
共
食
の
少
な
さ
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
更

に
は
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
有
病
率
、
う
つ
傾
向
・
転

倒
歴
な
ど
が
強
く
認
め
ら
れ
て
く
る
【
図
４
】。

ま
た
、
こ
の
自
立
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
コ
ホ
ー
ト
の
中
で
、
約
４
年
間
の
追

跡
調
査
に
お
い
て
も
、「
隙
間
が
で
き
る
」
群

に
は
他
の
群
と
比
較
し
て
総
死
亡
リ
ス
ク
が
約

3
・
3
倍
で
あ
っ
た
。

こ
の
指
輪
っ
か
テ
ス
ト
は
、
市
民
が
自
ら
の

フ
レ
イ
ル
度
に
対
し
て
簡
易
的
に
評
価
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
、
筋
肉
の
衰
え
に
対
し

て
気
付
き
、
行
動
変
容
に
向
け
て
の
動
機
付
け

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
に
、
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
住

民
同
士
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
簡
易
評
価
法
（
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
）
を
考
案
し
、
早
期
介
入
ポ

イ
ン
ト
を
住
民
に
意
識
さ
せ
る
モ
デ
ル
を
構
築

し
た
【
図
５
】。

⑵
三
位
一
体
型
の
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
フ
レ
イ

ル
チ
ェ
ッ
ク
」

三
位
一
体
型
の
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
フ
レ
イ

ル
チ
ェ
ッ
ク
」
は
、
元
気
高
齢
者
が
フ
レ
イ
ル

予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
（
担
い
手
側
）
に
な
り
、
住

民
主
体
で
楽
し
い
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
同
時

に
市
民
の
意
識
変
容
・
行
動
変
容
を
促
す
地
域

活
動
を
構
築
し
た
。
３
つ
の
要
素
に
着
目
し
た

各
種
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ

た
評
価
基
準
の
下
で
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
協
力
を
し
て

チ
ェ
ッ
ク（
測
定
）を
行
う
の
で
あ
る【
図
６
】。

①
「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」
の
ね
ら
い

全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
お
い
て
、「
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」
を
通
し
て
『
し
っ
か
り
噛

ん
で
、
し
っ
か
り
食
べ
、
し
っ
か
り
歩
き
、
そ

し
て
し
っ
か
り
社
会
性
を
高
く
！
』
と
い
う
原

点
を
わ
か
り
や
す
く
見
え
る
化
し
な
が
ら
、
従

来
の
介
護
予
防
事
業
を
新
た
な
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
へ
と
進
化
さ
せ
、
そ
し
て
そ
の
地
域
に
根

付
き
、
最
終
的
に
は
次
の
世
代
へ
引
き
継
が
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
初
め
て
意
味
の
あ
る
も
の
に

な
る
。

ま
た
、
こ
の
結
果
は
直
ち
に
そ
の
場
で

実
感
を
持
っ
て
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
生

活
習
慣
病
に
お
け
る
血
液
検
査
等
の
結
果

に
比
べ
て
、
高
齢
者
自
身
が
自
ら
の
心
身
の

状
態
に
気
づ
き
や
す
く
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

励
ま
し
と
相
ま
っ
て
、
自
分
事
化
す
る
こ

と
に
よ
り
自
ら
が
改
善
に
取
り
組
む
こ
と

が
促
進
さ
れ
や
す
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

②
ま
ち
づ
く
り

特
に
、
柏
ス
タ
デ
ィ
ー
で
、
フ
レ
イ
ル
は
、

社
会
性
（
人
と
の
つ
な
が
り
、
生
活
の
広
が

り
）
の
低
下
が
、
そ
の
端
緒
で
あ
る
こ
と
が
多

い
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
社
会
性
に
関
す
る
事
項
も

含
ま
れ
て
い
る
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た

人
は
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
、
高
齢
者
が
地
域

の
中
で
社
会
性
の
あ
る
生
活
を
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
よ
く
理
解
す
る
の
で
あ
る
【
図
７
】。

③
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

ま
た
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
、
食
（
タ

ン
パ
ク
質
と
野
菜
）
と
口
腔
機
能
が
大
切

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」13



【図 8】

【図 7】と
い
う
こ
と
が
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
で
再

確
認
さ
れ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
口
腔

機
能
の
フ
レ
イ
ル
は
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
」
と
定
義
さ
れ
、
こ
の
分
野
へ
の
民
間

部
門
の
取
り
組
み
も
含
め
て
、
今
後
の
重

要
な
分
野
と
し
て
注
目
さ
れ
る
【
図
８
】。

④
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
全
市
普
及
に
む
け
て

（
柏
フ
レ
イ
ル
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
５
）

柏
市
で
は
、
豊
四
季
台
地
域
だ
け
で
な
く
市

域
全
体
を
視
野
に
お
い
て
、「
柏
フ
レ
イ
ル
予

防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
５
」
と
称
し
て
、
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
中
心
に
据
え
て
、
介
護
予

防
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
＊
。
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
は
、
地
域
住
民
の
学
び
の
シ
ス
テ
ム

で
も
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
た
市
民
が
フ
レ
イ
ル

予
防
の
大
切
さ
に
気
付
き
、
そ
の
認
識
が
地
域

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

反
映
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
柏
市
で
開
発
さ
れ
た
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

の
取
り
組
み
は
２
０
１
９
年
９
月
で
は
全
国
で

67
市
区
町
村
の
自
治
体
で
導
入
が
さ
れ
て
き
て

お
り
、
更
に
全
国
に
普
及
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
柏
ス
タ
デ
ィ
ー
と
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
の
仕
組
み
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
在
り
方
に
対
し
て
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
「
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
」と
併
せ
て
1
．
個
人
の
意
識
変
容・

行
動
変
容
、
2
．
そ
れ
を
強
力
に
促
す
た
め
の

良
好
な
社
会
環
境
の
実
現
〈
健
康
の
た
め
の
支

援
（
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
サ
ー
ビ
ス
）
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
改
善
と
地
域
の
絆
に
依
拠
し
た
健

康
づ
く
り
の
場
の
構
築
な
ど
〉
─
の
両
方
と
も

併
存
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
改
め
て
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

視
点
で
従
来
の
健
康
増
進
事
業
～
介
護
予

防
事
業
を
み
つ
め
直
し
、
超
高
齢
社
会
に

新
し
い
風
を
入
れ
る
べ
き
時
が
き
て
い
る
。

＊
）
関
連

�

次
号
に
続
く

神
かみ

谷
や

 哲
てつ

朗
ろう

東京大学　高齢社会総合研究機構
特任研究員　

岐阜県関市出身。静岡大学理学部修士課程を経て1982
年に花王入社。花王では研究開発部門、マーケッティング
部門でトイレタリー商品開発、化粧品開発を担当。2012
年7月退職し、同年8月から東京大学高齢社会総合研究機構

の特任研究員として従事。東京大学では、元厚生労働事務次官の辻哲夫教授、当
機構の飯島勝矢教授の下で、地域包括ケアのモデル事業の柏プロジェクトに参画
し、高齢者の健康づくり、フレイル予防、生活支援サービス、在宅ケアの在り方、
在宅医療関係の研究と東京大学の産学連携プロジェクトの一つである“ヘルスケ
アネットワーク”で高齢社会における産・官・学・民共同研究を担当。
宇都宮市在住。
近著：「地域包括ケアのまちづくりとコンパクトシティに向けての提言」（山口幹

幸編著「コンパクトシティ」を問う（プログレス））

プロフィール 

医師　医学博士
東京大学 高齢社会総合研究機構　教授飯

いい

島
じま

 勝
かつ

矢
や

1990年 東京慈恵会医科大学 卒業、千葉大学医学部附属病院
循環器内科 入局、東京大学大学院医学系研究科加齢医学講座 助手、
同講師、米国スタンフォード大学医学部研究員を経て、2016年
より現職の東京大学高齢社会総合研究機構教授。

内閣府「一億総活躍国民会議」有識者民間議員、厚生労働省「高齢者の保健事業と介
護予防の一体的な実施に関する有識者会議」構成員、厚生労働省「全国在宅医療会議」
構成員。専門は老年医学、老年学（ジェロントロジー：総合老年学）。特に、健康長寿
実現に向けた超高齢社会のまちづくり、地域包括ケアシステム構築、フレイル予防研究、
在宅医療介護連携推進と多職種連携教育、大学卒前教育。
近著：「老いることの意味を問い直す 〜フレイルに立ち向かう〜」（クリエイツかもが

わ）、「東大が調べてわかった衰えない人の生活習慣」（KADOKAWA）、「健康長
寿　鍵は“フレイル”予防 〜自分でできる３つのツボ〜」（クリエイツかもがわ）

プロフィール 

の
こ
と
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
行
っ

て
き
た
体
操
教
室
等
の
様
々
な
一
般
介
護
予
防

事
業
が
活
性
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
更
に

は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
は
、
社
会
性
の
維
持
が
大

切
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
、
柏
市

行
政
と
し
て
も
各
行
政
分
野
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

関
係
事
業
に
も
連
動
さ
せ
市
政
全
体
を
通
ず
る

フ
レ
イ
ル
予
防
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
大
き
く

事
業
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
高
齢
者

が
閉
じ
こ
も
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を

通
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
併
せ
て
定
期
的
な
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

に
際
し
て
、
測
定
結
果
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
個
々
人
の
心
身
の
状
況
や
予
防
効
果

を
経
時
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

デ
ー
タ
を
自
治
体
の
介
護
予
防
政
策
の
立
案
に

　
　
　
　

U
RL; http://w

w
w

.city.kashiw
a.

lg.jp/soshiki/060200/p051467.htm
l
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足利歩
あ る き め

き愛です　例年 1 月開催
新春の市内七福神をめぐるウォーキングイベント。参加証の専用歩数
計を携帯して歩く。完歩賞や協力店舗の優待サービス有

ポールウォーキングの普及
より短時間に安全で運動効果の得られる、効率の良いウォーキングス
タイルを普及

健幸スタンプラリー
市内商業施設で買い物ついでに、歩くことを目的としたスタンプラリー

観光ロゲイニング　平成 30 年度に初開催
地図をもとに、史跡や名所などの指定されたチェックポイントを制限
時間内にめぐり、写真を撮って得点を競うイベント

あしかが路線バスの旅
高齢者が、生活路線バスを使って仲間と一緒に季節折々の市内各所や
グルメ等を楽しむプチ旅行を支援

足利長寿研究
地元の足利大学看護学部と連
携。市民が幸せな高齢期を過
ごせるよう、健康長寿の理由
を探る

保険者
だより

スマートウェルネス
あしかが 【足利市】

『健犬』
『たかうじ君』

市内男性
最高齢者１０６歳

足利市では、歩いて健幸（けんこう）になる、歩きたくなる楽しいまちをつくるため、平成28年
度から、「スマートウェルネスあしかが」を推進しています。これは健

けん

幸
こう

（＝一人ひとりが「健康」
かつ「いきがい」をもち、安心安全で幸せな生活ができること）をまちづくりの視点に取り入れる
プロジェクトです。足利に住むことで、また訪れることで、生涯にわたり健やかで幸せに暮らせる
まちを目指していきます。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」15
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プロスポーツ
選手から
健康を学ぶ！

栃木県内で活躍しているプロスポーツ選手から健
康な体作りの秘訣や心構えを学んでいきます。今回
は、栃木SCでキャプテンを務める藤原広太朗選手
にお話をうかがってまいりました。

〇生年月日：1990年4月27日　〇身長／体重：176/71
〇ニックネーム：広太朗　〇自分の性格をひとことでいうと：人見知り
〇プロとして心掛けていること：日々謙虚
〇所属歴：高島平SC－FC東京U-15深川－FC東京U-18－立命館大－徳島ヴォルティス

©TOCHIGI SC

藤原　広太朗 FUJIWARA Kotaro

４ DF

―
―
―
早
速
で
す
が
、
普
段
か
ら
食
事
の
面

で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
的
な
こ
と
で
す
が
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
揚

げ
物
な
ど
の
油
の
多
い
も
の
は
控
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
試
合
前
は
炭
水
化
物
を
、
試
合
後

は
タ
ン
パ
ク
質
を
し
っ
か
り
と
摂
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
特
別
な
こ
と
は
し
て
は
い
ま
せ
ん

が
、
基
本
的
な
部
分
を
き
ち
ん
と
こ
な
す
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。

―
―
―
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
る
栄
養
は

ど
の
よ
う
に
摂
取
し
て
い
ま
す
か
？

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
活
用
し
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や

鉄
分
な
ど
不
足
し
て
い
る
栄
養
を
追
加
で
摂
取

し
た
り
、
練
習
後
で
あ
れ
ば
プ
ロ
テ
イ
ン
を
摂

取
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
前
に
所
属
し
て
い
た

チ
ー
ム
で
、
厳
し
く
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
習
慣
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
で
も

続
け
て
い
ま
す
ね
。　
　
　
　
　

―
―
―
不
足
分
の
栄
養
を
補
っ
て
い
く
こ

と
は
大
変
で
は
な
い
で
す
か
？

最
初
は
、
決
ま
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
摂
る
こ

と
や
、
自
分
で
準
備
す
る
こ
と
が
面
倒
で
あ
り

大
変
だ
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
や
ら
な
い
よ
り
は
や
っ
た
方
が
確
実
に
よ

い
と
思
い
続
け
て
い
ま
す
。

―
―
―
入
浴
な
ど
で
気
を
付
け
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

自
分
自
身
、
お
風
呂
に
入
る
こ
と
が
好
き

な
こ
と
も
あ
り
、
子
供
と
一
緒
に
よ
く
入
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
試
合
前
な
ど
は
筋
肉
が
ほ
ぐ

れ
す
ぎ
る
と
良
く
な
い
の
で
、
長
風
呂
は
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
―
な
る
ほ
ど
。
交
代
浴
を
し
て
い
る

選
手
も
多
い
で
す
が
、
藤
原
選
手
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

疲
労
回
復
の
た
め
に
交
代
浴
や
、
氷
を
入
れ

た
バ
ケ
ツ
に
太
も
も
あ
た
り
ま
で
浸
か
る
『
ア

イ
ス
バ
ス
』
な
ど
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
特
に

ア
イ
ス
バ
ス
は
、
練
習
後
に
ほ
ぼ
毎
日
実
践
し

て
お
り
、
冷
た
く
て
も
今
で
は
長
い
時
間
浸

か
っ
て
い
ら
れ
ま
す
ね
。

―
―
―
睡
眠
方
法
で
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

寝
な
い
と
次
の
日
に
辛
く
な
っ
て
し
ま
う
タ

特

事

集

記
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イ
プ
な
の
で
、
き
ち
ん
と
睡
眠
を
と
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
特
に
試
合
の
前
の
日
は
早
く
寝

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
自
分
は
遠
征
先

で
も
眠
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
ね
。

―
―
―
ス
ト
レ
ス
の
発
散
方
法
や
付
き
合

い
方
は
あ
り
ま
す
か
？

試
合
の
結
果
に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
オ
フ
の
日
に
家
族

と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
り
、
練
習
に
落
と
し

込
ん
だ
り
し
て
解
消
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
付

き
合
っ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
―
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
暑
さ

対
策
と
し
て
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

水
分
を
こ
ま
め
に
摂
る
よ
う
に
し
て
ミ
ネ
ラ

ル
を
補
給
し
て
い
ま
す
。
普
通
の
水
の
み
で
は

な
く
、
Ｏ
Ｓ
―
1
な
ど
を
活
用
し
て
効
率
的
に

水
分
を
摂
取
し
て
い
ま
す
。
状
況
に
応
じ
て

ゼ
リ
ー
タ
イ
プ
の
Ｏ
Ｓ
―
1
も
使
用
し
て
い

ま
す
。

―
―
―
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
際
に
気
を

付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

子
供
が
い
る
の
で
エ
ア
コ
ン
は
使
っ
て
い
ま

す
が
、
涼
し
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
26
～

27
度
に
温
度
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
前
に
プ

レ
ー
し
て
い
た
徳
島
が
暑
か
っ
た
の
で
、
栃
木

は
比
較
的
涼
し
く
感
じ
ま
す
ね
！

―
―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
最
後
に
、

読
者
に
向
け
て
一
言
お
ね
が
い
し
ま
す
。

健
康
に
向
け
て
何
か
取
り
組
む
際
に
は
短
期

的
な
目
標
を
決
め
て
、
取
り
組
ん
だ
方
が
続
く

と
思
い
ま
す
。
僕
も
、
サ
ッ
カ
ー
ノ
ー
ト
を
付

け
る
と
き
に
は
『
中
期
的
な
目
標
』
と
『
長
期

的
な
目
標
』
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
最
初
か
ら

遠
い
目
標
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
身

近
に
あ
る
目
標
を
目
指
す
こ
と
が
大
切
な
の
か

な
と
。
近
く
の
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
次

の
長
期
的
な
目
標
に
向
け
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
あ
が
り
、
結
果
的
に
目
標
も
達
成
し
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
見
極
め
て
無
理
の
な
い
範
囲
で
実
践

し
て
い
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

残
り
試
合
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
、
厳
し
い

順
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
勝
ち
点
3

を
目
指
し
て
１
試
合
１
試
合
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
闘
っ
て
い
く
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
も
来
て
く
だ

さ
い
！

以
上
、
栃
木
Ｓ
Ｃ
の
藤
原
広
太
朗
選
手
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

選
手
と
し
て
、
普
段
実
践
し
て
い
る
健
康
法

な
ど
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強

と
な
っ
た
取
材
と
な
り
ま
し
た
。
取
材
の
中

で
『
短
期
的
な
目
標
決
め
て
取
り
組
む
と
良

い
』
と
藤
原
選
手
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
筆
者
も
高
い
目
標
を
設
定
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
よ
る
挫
折
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ま
も
、
ま
ず
は
身
近

な
目
標
を
設
定
し
て
、
１
歩
１
歩
健
康
な
体

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
栃
木
Ｓ
Ｃ
へ
の
取
材
は

今
回
で
最
後
と
な
り
ま
す
。
取
材
に
ご
対
応

い
た
だ
い
た
菅
選
手
、
藤
原
選
手
、
関
係
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ぜ
ひ
ス
タ
ジ
ア
ム

に
も
来
て
く
だ
さ
い
！
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保健師
活動報告

市
貝
町
　
健
康
福
祉
課
　
保
健
師
　
　

黒
須
　
優
紀

く
ろ
　
　

す

ゆ
う
　
　

き

住
民
主
体
で
地
域
に
広
が
る
元
気
の
輪

―

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て―

■
市
貝
町
の
概
要

市
貝
町
は
栃
木
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、

県
都
宇
都
宮
市
か
ら
は
東
へ
約
24
㎞
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
町
北
東
部
は
八
溝
山
系
か
ら

続
く
標
高
２
０
０
ｍ
以
下
の
丘
陵
地
と
な
っ

て
お
り
、
一
級
河
川
小
貝
川
が
町
を
北
か
ら

南
に
貫
流
し
、
大
川
・
桜
川
が
合
流
す
る
南

部
か
ら
西
部
に
か
け
て
平
坦
地
が
開
け
て
い

ま
す
。
町
の
南
部
に
は
伊
許
山
や
多
田
羅
沼
、

北
部
に
は
芝
ざ
く
ら
公
園
な
ど
美
し
い
自
然

に
恵
ま
れ
て
お
り
、
国
指
定
の
入
野
家
住
宅

や
古
墳
、
城
跡
な
ど
数
々
の
史
跡
が
残
り
、

全
国
で
も
類
を
見
な
い
武
者
絵
資
料
館
は
歴

史
と
文
化
の
町
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
平
成
30
年
３
月
に
市
貝
町
健
康

増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
の
第
２
期
に
あ

た
る
「
は
つ
ら
つ
市
貝
21
」
を
策
定
し
、
基

本
目
標
に
掲
げ
た
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」、

「
Q
O
L
の
向
上
の
実
現
」
に
向
け
て
総
合
的

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
市
貝
町
の
抱
え
る
問
題

当
町
の
人
口
は
平
成
25
年
か
ら
減
少
傾
向
で

あ
り
、
高
齢
化
率
は
２
０
１
７
年
に
26
・
７
％

と
超
高
齢
社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
団

塊
世
代
の
加
齢
な
ど
に
よ
り
さ
ら
に
高
齢
化

が
進
行
し
、
２
０
３
０
年
に
は
高
齢
化
率
34
・

１
％
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
１
人
あ
た
り
の
国
民
健
康
保
険
医
療
費

に
つ
い
て
は
、
近
年
の
医
療
技
術
の
高
度
化
や

高
齢
化
の
進
展
に
伴
っ
て
年
々
増
加
し
続
け
て

お
り
、
ま
た
要
介
護
認
定
率
に
つ
い
て
も
平
成

23
年
か
ら
平
成
26
年
に
か
け
て
約
20
％
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
に
伴

い
介
護
給
付
費
も
年
々
増
加
し
、
医
療
費
の
増

加
率
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

今
後
も
要
介
護
認
定
者
と
と
も
に
医
療
費
・
介

護
給
付
費
は
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

■
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み

当
町
の
重
点
課
題
と
し
て
は
、
脳
血
管
疾
患

の
死
亡
率
が
全
国
と
比
較
し
て
高
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
要
因
と
し
て
食
塩
の
過
剰
摂
取

と
喫
煙
で
あ
る
こ
と
が
調
査
か
ら
分
か
っ
て
お

り
、
町
の
食
塩
摂
取
量
は
成
人
１
人
１
日
当
た

り
の
平
均
値
で
男
性
14
・
１
ｇ
、
女
性
13
・
２

ｇ
で
あ
り
、
全
国
平
均
値
男
性
10
・
８
ｇ
、
女

性
９
・
１
ｇ
よ
り
も
多
い
状
況
で
す
。
喫
煙
率

に
つ
い
て
も
男
女
と
も
に
全
国
と
比
較
す
る
と

高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
後
町
で
は
脳
血
管

疾
患
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
の
た
め
に
減

塩
と
喫
煙
の
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
平
成
28

年
10
月
よ
り
元
気
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
「
減
塩
」
と
「
喫
煙
」
対
策

①
町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
へ
意
識
付
け
を

―
減
塩
対
策
―

減
塩
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
30
年
度
よ

り
特
定
健
康
診
査
当
日
の
保
健
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
日
の
血
圧
測
定
に
て

収
縮
期
血
圧
１
６
０
m
m
/
H
ｇ
、
拡
張
期
血

圧
１
０
０
m
m
/
H
ｇ
以
上
の
方
を
対
象
に
、

特定健診時の指導の様子

特定健診当日の指導ブース

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 18



健
診
終
了
後
に
個
別
指
導
を
実
施
し
健
康
へ
の

意
識
付
け
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
始
め
た

も
の
で
す
。
こ
ち
ら
は
管
理
栄
養
士
に
よ
る
指

導
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
管
理
栄
養
士

の
指
導
は
原
則
健
診
受
診
者
全
員
が
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
フ
ー
ド
モ
デ
ル
を
活
用
し
食
品

に
含
ま
れ
る
塩
分
量
が
目
に
見
え
る
形
で
展
示

さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
ら
興
味
を
持
っ
て
指
導

を
受
け
る
方
が
多
い
印
象
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
喫
煙
者
の
意
識
改
革
を
目
指
し
て

―
喫
煙
対
策
―

禁
煙
対
策
と
し
て
、
減
塩
対
策
と
同
じ
く
特

定
健
康
診
査
当
日
の
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
問
診
時
に
喫
煙
し
て
い
る
と
回
答
し
た

方
に
対
し
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
の
説
明
と
禁
煙

外
来
の
案
内
を
行
い
、
禁
煙
に
興
味
を
示
し
て

も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
健

診
の
事
後
指
導
の
際
に
も
、
喫
煙
者
に
は
個
別

で
の
指
導
を
行
っ
て
禁
煙
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

受
動
喫
煙
対
策
と
し
て
は
、
公
共
施
設
に
つ

い
て
は
完
全
施
設
内
禁
煙
と
し
、
令
和
元
年
７

月
か
ら
は
公
共
施
設
に
お
い
て
特
定
屋
外
喫
煙

場
所
以
外
で
の
喫
煙
を
禁
止
し
、
望
ま
な
い
受

動
喫
煙
を
防
止
す
る
対
策
を
図
っ
て
い
ま
す
。

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
い
ま
い
運
動
は
、
手
足

か
ら
徐
々
に
身
体
の
中
心
を
動
か
し
て
全
身
を

温
め
て
い
く
準
備
運
動
と
、
そ
の
逆
で
体
の
中

心
か
ら
手
足
を
動
か
し
心
拍
数
を
ゆ
っ
く
り
と

下
げ
て
い
く
整
理
運
動
の
２
種
類
で
行
っ
て
い

ま
す
。
３
種
の
神
技
は
無
理
な
く
自
分
の
ペ
ー

ス
で
行
え
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
こ
と
を
指

し
、「
腕
立
て
伏
せ
」、「
腹
筋
」、「
ス
ク
ワ
ッ

ト
」
を
で
き
る
回
数
か
ら
実
施
し
、
徐
々
に
負

荷
を
か
け
て
い
き
筋
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。
本
時
の
時
間
で
は
風
船
を
使
っ
た
球

技
や
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
す
リ
ズ

ム
体
操
、
フ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
を
行
い
、

リ
ズ
ム
感
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
な
ど
を
養
っ
て
い

き
ま
す
。
最
後
の
５
呼
吸
10
種
の
ス
ト
レ
ッ
チ

で
は
、
深
呼
吸
を
し
な
が
ら
筋
肉
を
伸
ば
し
、

■
地
域
に
活
力
を

―
元
気
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
―

元
気
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
と
は
、
元
気
づ
く
り

体
験
を
通
し
て
住
民
が
近
く
の
集
会
所
や
公
民

館
で
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
一
緒
に
体
を
動
か
し

て
元
気
に
な
る
こ
と
、
ま
た
元
気
づ
く
り
体
験

を
通
し
て
町
に
元
気
な
高
齢
者
を
増
や
し
、
住

民
の
幸
せ
な
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
年
齢
、
性
別
、
介
護
度
を
問
わ

ず
、「
元
気
で
い
た
い
」、「
楽
し
く
体
を
動
か

し
た
い
」
と
い
う
方
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
参
加

で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
元
来
の
「
来

所
型
」
の
健
康
教
室
と
は
異
な
り
、
開
始
後

６
ヶ
月
間
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
職
員

が
地
域
の
集
会
所
ま
た
は
公
民
館
へ
出
向
い
て

元
気
づ
く
り
体
験
を
行
い
、
７
ヶ
月
目
以
降
は

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
元
気
づ
く
り
体
験
を
継

続
し
、
そ
れ
を
行
政
が
支
援
し
て
い
く
こ
と
が

元
気
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
特
徴
と
な
り

ま
す
。

現
在
、
市
貝
町
で
は
15
の
自
治
会
と
２
か
所

の
拠
点
で
元
気
づ
く
り
体
験
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
内
容
と
し
て
は
、
ま
い
ま
い
の
準
備
運
動

か
ら
始
ま
り
、
3
種
の
神
技
、
楽
し
み
な
が
ら

身
体
を
動
か
す
時
間
（
本
時
）、
ま
い
ま
い
の

整
理
運
動
、
5
呼
吸
10
種
の
ス
ト
レ
ッ
チ
で
構

翌
日
に
疲
れ
を
残
さ
な
い
よ
う
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

元
気
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
る
地
域
で
は
健

康
づ
く
り
の
み
で
な
く
地
域
の
方
々
の
交
流
の

場
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し

て
の
災
害
対
策
、
見
守
り
、
各
世
代
間
の
交
流

等
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
「
正
座
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
長
時
間
動
い
て
も
疲

れ
な
く
な
っ
た
」、「
地
域
の
人
と
話
を
す
る
の

が
楽
し
い
」
等
、
体
調
面
、
精
神
面
な
ど
に
良

い
影
響
が
あ
る
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
後
も
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い

た
評
価
、
改
善
を
重
ね
、
将
来
的
に
は
市
貝
町

に
あ
る
41
の
集
会
所
で
元
気
づ
く
り
体
験
を
実

施
し
、
元
気
な
住
民
、
元
気
な
高
齢
者
が
溢
れ

る
町
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域の集会所

みんなで元気づくり
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に
ゃ
ん
の
い
る
生
活

に
ゃ
ん
の
い
る
生
活

　

 

の
趣
味
と
健
康
法

私

下野市市民課

課長 木
き

村
むら

 一
かず

枝
え

近
年
、
夏
に
な
る
と
「
猛
暑
日
」
と
い
う

言
葉
が
テ
レ
ビ
等
で
頻
繁
に
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
体
温
を
超
え
る
よ
う
な
暑

さ
は
、
家
の
中
に
い
て
も
し
の
げ
る
も
の
で

は
な
く
、
昼
も
夜
も
エ
ア
コ
ン
が
欠
か
せ
な

い
毎
日
で
す
。

私
が
ま
だ
小
さ
か
っ
た
昭
和
の
時
代
、
私

の
家
は
兼
業
農
家
で
、
祖
父
母
が
、
夏
は
「
か

ん
ぴ
ょ
う
」　

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
日
、

朝
が
早
い
こ
と
と
、
日
中
の
暑
さ
を
避
け
る

た
め
、
昼
休
み
を
長
め
に
取
り
、
休
む
の
が

習
慣
で
し
た
。
私
は
、
祖
父
母
が
昼
休
み
を

少
し
で
も
涼
し
く
過
ご
せ
れ
ば
と
、
よ
く
庭

に
打
ち
水
を
し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
午

後
３
時
頃
に
な
る
と
、
決
ま
っ
て
雷
が
や
っ

て
き
て
、
雨
が
止
む
と
涼
し
く
な
り
、
夜

は
し
の
ぎ
や
す
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
あ
の
頃
も
確
か
に
蒸
し
暑
か
っ
た
け
れ

ど
、「
自
然
」
と
上
手
く
向
き
合
い
な
が
ら
夏

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
て
い
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は
S
M
A
P

の
フ
ァ
ン
で
し
た
。
S
M
A
P
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
行
く
こ
と
が
仕
事
の
励
み
に
も
な
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
解
散
が
現
実
と
な
っ
た
時
、

私
も
「
S
M
A
P
ロ
ス
」
に
陥
っ
た
一
人
で

し
た
。今
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
を
願
い
、フ
ァ

ン
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
S
M
A
P
ロ
ス
」
の
私
の
傷
心
を
癒
し
て

く
れ
た
の
は
猫
で
し
た
。
私
は
、
一
匹
の
猫

を
飼
っ
て
い
ま
す
。
猫
は
家
族
の
気
持
ち
を

全
て
理
解
で
き
る
動
物
で
は
な
い
で
し
ょ
う

が
、
私
の
喜
怒
哀
楽
を
全
て
受
け
止
め
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
と
り
わ
け
口
の
き
け
な
い

「
に
ゃ
ん
」
の
健
康
に
は
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

毎
年
、自
分
の
健
康
診
断
よ
り
も
先
に
「
に
ゃ

ん
」
健
康
診
断
に
連
れ
て
行
き
ま
す
。
家
族

の
健
康
は
、
誰
も
が
願
う
こ
と
で
、
も
ち
ろ

ん
「
に
ゃ
ん
」
も
そ
の
一
人
で
す
。
彼
氏
の

健
康
は
私
の
健
康
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

私
も
区
切
り
の
年
ま
で
二
年
と
数
カ
月
で

す
。「

に
ゃ
ん
」
に
癒
し
て
も
ら
い
な
が
ら
前
向

き
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
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ただ い ま こ く ほ 最前 線

たくさん食べて暑さを乗り切ろう !

おしらじの滝、ご存知ですか？

菊
きく

地
ち

 園
その

実
み

国保経験年数
６ヵ月

国保経験年数
６カ月

【私の街自慢】
八方ヶ原のツツジをはじめとして、自然に恵まれています。最近では、

おしらじの滝の青く澄むさまが注目を集めているようで（ご存知です
か？）、ＳＮＳなどで写真を見かけたりするとひそかに嬉しい気持ちに
なります。落ち着いた街並みながらも、都市部へのアクセスがよいとこ
ろが気に入っています。

【趣味・特技】
ピアノです。気に入った曲の採譜をしてみるのが最近の楽しみです。

【健康法・ストレス解消法】
友達と出掛けたり、ゲームをしたりしています。　　　

【国保事務を担当しての感想・意見など】
漠然と保険証交付のイメージを持っていましたが、実際の業務は思っ

ていたよりずっと複雑でした。他課と連携する機会も少なくないため、
担当業務以外の知識習得の必要性を感じています。周囲の先輩方に助け
られながら、日々勉強中です。

【最近気になること】
この時期はヘッドホンを使っていると蒸れるので、いいイヤホンがないか気になっています。

【私の街自慢】
上三川町には豊かな水田や河川が広がっており、町の鳥であるしら

さぎが多く飛来して、緑の自然に白く映える姿はとても美しいです。
町のマスコットキャラクター「かみたん」もしらさぎをイメージして
います。また、自然と水にふれあえる公園も多く、水辺が広がる遊歩
道を散歩すると心が安らぎます。楽しみながら自然学習ができるの
で、親子連れにもとても人気です。

【趣味・特技】
走ることが好きで、学生時代は陸上部に所属していました。今でも

休日にジムに行って体を動かすことがあります。
【健康法・ストレス解消法】

たくさん食べることです。学生のときから一人暮らしをしているの
ですが、時間があるときは自炊をして、体に良いものを食べるように
心がけています。得意料理はハンバーグです。

【国保事務を担当しての感想・意見など】
窓口業務が多く、席に着くことができないくらい忙しい日もありますが、そういったときにもお客様に険しい

顔で対応することがないように、焦らず落ち着いて仕事をこなすようにしています。まだまだ分からない事も多
く、周りに助けていただきながら日々仕事をしています。できるだけ早く教わった業務を身につけて自信をもっ
て仕事をこなしていきたいです。

【最近気になること】
ひまわりの苗を鉢植えで育てているのですが、いつ花が咲くのか楽しみです。

矢板市　健康福祉部　健康増進課
国保医療担当　主事

上三川町　住民課
国保年金係　主事補

樋
ひや

山
ま

 嵩
たか

晟
あき
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REPORT
リポート

令
和
元
年
度
保
険
料
（
税
）
徴
収
事
務
担
当
者
研
修
会
（
基
礎
編
）

8
月
2
に
日
（
金
）、
本
会
９
階
9
0
1
会

議
室
に
お
い
て
「
令
和
元
年
度
保
険
料
（
税
）

徴
収
事
務
担
当
職
員
研
修
会
（
基
礎
編
）」
を

開
催
し
、
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の
徴
収

事
務
に
従
事
す
る
市
町
職
員
等
30
人
が
参
加

し
た
。

横
浜
市
の
事
例
に
学
ぶ
滞
納
整
理

講
師
に
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ロ
ー
カ

ル
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
理
事
長

の
川
井
幸
生
氏
を
迎
え
、「
納
付
折
衝
の
進
め

方
」
と
題
し
講
演
。
窓
口
で
の
対
応
や
滞
納

整
理
の
際
の
留
意
事
項
、
さ
ら
に
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
の
改
正
に
関
す
る
情
報

提
供
な
ど
に
つ
い
て
、
神
奈
川
県
横
浜
市
に

お
け
る
事
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
が
な
さ
れ

た
。横

浜
市
は
様
々
な
収
納
率
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
の
収

納
率
は
過
去
49
年
間
で
最
高
と
な
っ
て
い

る
。「
横
浜
市
は
、
役
所
全
体
と
し
て
方
針
を

定
め
て
滞
納
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
財

産
が
あ
る
の
に
未
納
の
場
合
は
厳
し
く
差
押
、

本
当
に
苦
し
い
場
合
は
支
援
を
行
う
。
ま
た
、

現
年
度
分
を
中
心
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
。

こ
れ
ら
を
実
施
す
る
こ
と
で
横
浜
市
は
滞
納

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
横
浜
市
の
事

例
を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
内
容
を
交
え
、
講

演
は
進
ん
で
い
っ
た
。

ま
た
、
川
井
氏
は
講
演
の
中
で
、「
納
税
は

憲
法
に
明
記
さ
れ
た
義
務
で
あ
り
、
収
納
率

向
上
を
図
る
こ
と
は
市
民
間
の
公
平
の
た
め

の
仕
事
で
あ
る
。
大
多
数
の
真
面
目
に
納
税

し
て
い
る
方
を
念
頭
に
お
い
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
、「
全
て
の
職
員
が
同
じ
意
識
を
持
ち
、

毅
然
た
る
態
度
で
滞
納
整
理
に
取
り
組
む
こ

と
が
、
公
平
な
徴
収
事
務
を
行
っ
て
い
く
た

め
、
し
い
て
は
社
会
福
祉
実
現
の
た
め
に
必

要
」と
徴
収
吏
員
と
し
て
公
平
な
徴
収
を
行
っ

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
差
押
さ
え
の

流
れ
や
対
応
方
法
を
よ
く
理
解
で
き
た
」、「
実

際
の
事
例
（
横
浜
市
）
を
あ
げ
て
の
実
践
的

な
内
容
だ
っ
た
の
で
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」、

「
法
令
に
基
づ
き
、
毅
然
と
し
た
対
応
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど
前
向
き
な
意
見
が

多
く
み
ら
れ
た
。
参
加
者
は
他
県
の
取
り
組

み
事
例
か
ら
徴
収
吏
員
と
し
て
の
取
り
組
み

姿
勢
や
、
心
構
え
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
実
り
あ
る
研
究
会
と
な
っ
た
。

川
かわ

井
い

 幸
ゆき

生
お

特定非営利活動法人
ローカルガバメント・ネットワーク副理事長

講師プロフィール （令和元年8月2日現在）

【主な職歴】
昭和59年4月　横浜市入庁　横浜市戸塚区福祉部保護課事務係
昭和61年4月　横浜市戸塚区総務部納税課収納係
平成  6年4月　横浜市神奈川区総務部納税課収納係
平成10年4月　横浜市財政局主税部収納対策推進室
平成13年4月　横浜市南区総務部納税課担当係長
平成14年7月　横浜市財政局収納対策推進室特別滞納整理担当	
　　　　　　　 係長
平成19年4月　横浜市行政運営調整局課長補佐
平成22年4月　横浜市健康福祉局課長補佐
平成26年4月　横浜市健康福祉局担当課長
平成27年3月　定年退職　
平成27年4月　再任用　横浜市健康福祉局保険年金課滞納整理　
　　　　　　　 支援担当係長

【主な講師歴】
北海道・宮城県・新潟県・栃木県・群馬県・

茨城県・埼玉県・東京都・神奈川県・千葉県・
静岡県・山梨県・長野県・岐阜県・三重県・
滋賀県・兵庫県・岡山県・広島県・高知県・
愛媛県・福岡県・宮崎県・大分県・長崎県・
沖縄県の研修講師歴任。

ヤフー株式会社（不動産・動産インターネッ
ト公売）研修講師

九州徴収フォーラム顧問

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 22



令
和
元
年
度

全
国
国
保
主
管
課
長
研
究
協
議
会

令
和
元
年
度

国
保
事
務
担
当
職
員
研
修
会

国
保
事
業
の
諸
問
題
を
研
究
協
議

8
月
28
日
（
水
）、東
京
都・メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、「
令
和
元
年
度
全
国
国
保
主
管
課

長
研
究
協
議
会
」
が
国
保
中
央
会
主
催
の
も
と

開
催
さ
れ
た
。
本
協
議
会
は
、
国
保
事
業
運
営

上
の
諸
問
題
の
研
究
協
議
を
目
的
と
し
て
お
り
、

全
国
か
ら
約
7
2
0
名
、
栃
木
県
か
ら
は
計
13

名
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
講
演
と
し
て
厚
生
労
働
省
保
険

局
国
民
健
康
保
険
課
長
熊
木
正
人
氏
か
ら
「
保

険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
お
け
る
令
和
2

事
例
発
表
の
後
、保
険
者
努
力
支
援
制
度
（
市

町
村
分
）
が
全
国
1
位
で
あ
る
佐
賀
県
の
山
津

課
長
か
ら
、
佐
賀
県
に
お
け
る
保
険
者
努
力
支

援
制
度
の
取
組
に
つ
い
て
、
県
が
担
っ
て
い
る

役
割
を
中
心
に
説
明
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
意
見
交
換
と
し
て
、
尾
形
氏
か
ら
事

例
発
表
者
へ
の
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
厚
生

労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課
の
山
口
氏
お

よ
び
菅
原
氏
、
佐
賀
県
の
山
津
氏
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
助
言
を
受
け
た
。
ま
た
、
一
般
の
参
加
者
か

ら
厚
生
労
働
省
や
尾
形
氏
に
対
す
る
質
疑
も
行

わ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
大

変
実
り
の
あ
る
内
容
と
な
っ
た
。

年
度
の
評
価
指
標
に
つ
い
て
、
国
に
お
け
る
議

論
の
背
景
や
保
険
者
に
対
し
て
期
待
す
る
事
項

等
が
述
べ
ら
れ
た
。

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

情
報
共
有

ま
た
、「
保
険
者
努
力
支
援
制
度
を
ど
う
活
か

す
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
九

州
大
学
名
誉
教
授
尾
形
裕
也
氏
の
司
会
の
も
と

開
催
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
3
団
体
か
ら
の

事
例
発
表
が
あ
り
、
新
潟
県
上
越
市
の
串
橋
氏

は
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
に
基
づ
く
各
種
保
健
事

業
の
展
開
に
つ
い
て
、
ま
た
、
静
岡
県
藤
枝
市

の
片
山
氏
か
ら
は
医
師
会
・
薬
剤
師
会
・
市
立

病
院
等
と
連
携
し
た
特
定
保
健
指
導
実
施
率
向

上
に
係
る
取
組
状
況
に
つ
い
て
説
明
。
さ
ら
に
、

鹿
児
島
県
南
九
州
市
の
有
水
氏
は
、
働
き
盛
り

世
代
に
着
目
し
た
被
保
険
者
の
特
性
に
応
じ
た

特
定
健
診
実
施
率
向
上
対
策
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
事
例
発
表
が
あ
っ
た
。

9
月
10
日
（
火
）、
本
会
９
階
大
会
議
室
に

お
い
て
「
令
和
元
年
度
国
保
事
務
担
当
職
員

研
修
会
」
を
開
催
し
、
市
町
担
当
者
39
名
が

参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
特
別
講
演
と
し
て
、
栃
木
県

保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課
係
長
の
福
田
智

紀
氏
よ
り
「
国
民
健
康
保
険
の
現
状
と
課

題
」
と
題
し
講
演
。
医
療
保
険
制
度
改
革
の

背
景
と
方
向
性
に
つ
い
て
触
れ
る
と
と
も
に
、

2
0
2
0
年
の
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
概

要
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。　
　

そ
の
後
、
栃
木
県
の
助
言
者
を
迎
え
分
科

会
を
実
施
。「
保
険
給
付
」、「
資
格
得
喪
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
分
科
会
で
は
、
市
町
か
ら
提

出
さ
れ
た
事
務
処
理
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
「
他
市
町
の
取
り
組
み
状
況
を

聞
く
こ
と
が
で
き
参
考
と
な
っ
た
」、「
日
々

の
業
務
に
つ
い
て
再
確
認
で
き
た
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
、
実
り
あ
る
研
修
会
と
な
っ
た
。
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獨協医科大学

●カワチ薬品

●みどり交通

CAFE
TERRAST

2

栃
木
街
道 東

武
宇
都
宮
線

お
も
ち
ゃ
の

ま
ち
駅

SHOP DATA
お 店 情 報

1,490円（税込）

ブルックリンコブ※スープ、ドリンク、ココット付き

ヘルシークルメ
今回紹介するのは、壬生町おもちゃの町駅近くに店を構える『CAFE TERRAST』。
海をイメージしたというカフェで、野菜たっぷりのベジタブルサンドや、西海岸テイス

トの創作料理などを楽しむことができます。

ゆったりとした時間を楽しめるカフェ
１階には、こだわりの広いテラス席やゆった

り寛げるソファー席、２階には、広々とし

たテーブル席と、個室の座敷が用意されて

おり、居心地の良い空間でゆったりとし

た時間を過ごすことができます。

ボリューム満点！
野菜たっぷりのランチセット

ランチセットは、メインのブルックリン

コブやローストビーフなどを、トルティーヤ

生地に包んだ「ラップサンド」、野菜たっぷりの「ボ

ウル」、「ライスプレート」から好きな食べ方を選ぶこ

とができます。豊富なメニューに迷いましたが、「ブルッ

クリンコブ」のボウルランチセットを注文。スモークチキ

ンと新鮮な野菜、そしてドレッシングとの相性は

抜群でした。

また、ヘルシーなメニュー

の他にも、ドリンクやデザー

ト、ディナーのメニューも大

変豊富です。近くを訪れた際

にはぜひ足を運んでみてはい

かがでしょうか。

住 所／	321-0204　栃木県下都賀郡壬生町緑町 3-1-12
	 ☎ 050-3462-6096
営業時間／	ランチ・カフェ　10：30 ～ 18：00（LO.17：00）
	 ディナー　18：00 ～ 22：00（LO.17：00）
定 休 日／	なし（不定休日あり）　駐車場／１3 台

CAFE TERRAST
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日　程 保　険　者 場　所 時　間

10 月 12 日（土） 日光市 日光運動公園 8：30 ～ 17：00

10 月 13 日（日）
高根沢町 高根沢町町民広場 9：00 ～ 15：00

宇都宮市 雀宮地区市民センター 10：00 ～ 15：00

10 月 19 日（土） 那須塩原市 那須塩原市西那須野保健センター 9：30 ～ 15：00

10 月 20 日（日）
野木町 野木町公民館 9：30 ～ 12：00

小山市 小山市健康医療介護総合支援センター 8：30 ～ 16：00

10 月 27 日（日）
真岡市 真岡市総合体育館 9：30 ～ 12：00

さくら市 氏家体育館 10：00 ～ 15：00

11 月 2 日（土） 塩谷町 塩谷中学校 9：30 ～ 16：00

11 月 3 日（日）
佐野市 佐野市田沼グリーンスポーツセンター 10：00 ～ 15：00

矢板市 矢板市体育館 10：00 ～ 14：00

11 月 4 日（月） 鹿沼市 鹿沼市文化センター 10：30 ～ 13：30

11 月 9 日（土） 宇都宮市 清原地区市民センター 9：00 ～ 15：00

11 月 16 日（土） 益子町 益子町町民センター 9：00 ～ 14：00

11 月 17 日（日） 市貝町 市貝町中央公民館 9：00 ～ 14：00

2 月 16 日（日） 那須塩原市 那須塩原市いきいきふれあいセンター 9：00 ～ 15：30

連
日
の
猛
暑
も
終
わ
り
、
秋
を

感
じ
る
季
節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

最
近
は
暑
さ
も
和
ら
ぎ
過
ご
し

や
す
く
な
っ
た
の
で
、
運
動
不
足

解
消
に
な
れ
ば
と
自
転
車
に
乗
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
と
違

う
道
を
走
る
と
、
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
お
店
や
場
所
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
た
な
出
会

い
を
楽
し
み
に
し
つ
つ
、
自
転
車

で
の
運
動
を
続
け
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
O
・
T
）

国保連合会からのお知らせ

■	令和元年度市町健康まつりにおいて骨密度測定等を実施いたします
今年度も下記日程にて、健康まつり等のイベントを支援いたします。

（令和元年10月1日以降実施予定のものを掲載）
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